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【1】重イオン核分光学および加速ビームの境界領域への応用   
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囲－2 7畠Rbに対するR．Dl】七山∂「ユl。1′1・舶t  
はバンド1、2に、YTareはバンド3、  
4に対応する  
囲－1 TさRbの励起準任国  
状態から測った励起エネルギーを決める事は出来なかった。ただしスピン・パリティば磁気モー  
メントの測定から4－とされている既報のデーターを採用した。その他の準位のスピンも過去の  







バンド3と4では指標分離が小さく、ム〃または他の負パリティ軌道が関与していると考えられる。   
（2）128Laのイラストバンドに於ける指標逆転（早川岳人1）、向 淳子、小松原哲郎、古野興平）   
先に我々が124csと126csにおい  





























粒子回転子模型理論によって定性的に再現されることもわかった。   





－28－   
詳しい実験を行ない、現在データー解析を進めている。   
（4）韓国との国際共同研究  
（古野興乎、小松原哲郎、向 淳子、呂 駿、C．S．Lee2）、C且MoDn二う）1   
昨年度に引続き加速器センターのクリスタルポールを用いて二つの共同研究を行なった。一つ  
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現在分析している。   










い実験に向って電子スベタトロメーターの開発も行なっている。   
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－30－   
【2】クラスターと重イオン核反応 （李 朝茂、溝田武志）   
（1）高温中重横・核分裂時間の角運動量依存性  
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園2 a），b）   図1  
1I放射線医学紀合研究所  
ち理化学研究所 研究員  
乃東北大学 研究生  
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（2）プラズマ中のC川クラスター単分子崩壊  
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Fig．1イオン源から得られる質量分布  
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Fig．2質量分布の強度に対する計算と実験の比較  
句大学院物理学研究科 博士課程5年  
市大学院物理学研究科 博士課程2年  
■大学院物理学研究科 研究生  
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（3）C－，C60－，C70－fbilからのPDMSによるクラスター放出機構  
























Yn＝K・eXpトα・n）  α＝0．17  
また炭素クラスターと仙Iereneは温度が等しく～加Ⅴであり、阻止能依存性もm＝ユ  
型で同様であることから、同じ温度領域で生成したと考えられる。  
187 IIMeV／u－＞C。。66MeV／m占／cm之  
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囲2：クラスターの収量寧   図1：クラスターの温度kT分布  
勺大学院物理学研究科 博士課程5年  
中大学院理工学研究科 修士課程2年  
わ大学院物理学研究科 研究生  
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【3】 スピン偏極核反応実験（青木保夫、田岸義宏）  
（1）‘モデルに依存しない，光学ポテンシャル探索   



















導き出すことが出来た。園は入射陽子が吸収きれる平均半径のエネルギー依存性を示している。   
これまでの光学模型による解析は光学ポテンシャルを決定する事に重きを置いていたきらいが  
あるが、陽子が原子核のどの位置で吸収されるかという観点にたって解析する手段を確立した。   
（p、n）反応の閥値付近でのポテンシャルの変化からの上に述べた干渉についての説明は未  
だ頭で考えたところが有るので、（p、n）反応の実験をし弾性散乱と両立する説明が矛盾無く  
行えるかどうかを確認すべく（p、n）反応の実験を準備している。   
この解析をしていて、光学ポテンシャル虚部と吸収の関係をもっと追及すべきだと考えるよ  
うになり、テンソル偏極量陽子の全反応断面積の制定を次期計画とし準備を始めた。  
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囲 ポラリメターとして最適な角度（iTllに対して81ab＝50－、T20に対してβ．止＝65－、  
またT21，T22に対して日址＝60■）における偏極分解能の入射重陽子エネルギー依存性。   



































コIll‖   
図 Siの照射表面にマスクを施し、マスク有り（右）マスク無し（左）によるクレーター模様。  
写真上は、照射面の半分を、下は、照射面に網をかぶせた時のそれぞれマスクの有り無しによる  
クレーター模様を示している。  
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図：従来型（左）と新型（右）の時間特性の比較  
一39－   
（2） ハドロンー原子核反応（新井一郎，八木浩輔）   
a） 核物質からのストレンジ・クォークの生成と偏極の研究  
















（1）7T＋L2c→ ＾／XD＋X at 4GeV／c  























一－40－   
¶‾1Zc－＞AX at4GeV／e  
120－1450   
b） K十→打0〟レ萌壊における時間反転不変性の破れの研究  
時間反転不変性（T不変性）は最も基本的な対称性であり、その破れを探ることは標  
準モデルを越えるあらたな物理の領野を直接的に切り開くことを意味する。CPT定理の普遍  




EK）の12G e V陽子シンクロトロンを用いて進めてきた。（共同利用実験E246）実  
験はKE KのK5ビームラインで超伝導トロイダル電磁スベタトロメータを用いて行なわれ、  
K＋中間子の崩壊平面にたいLて垂直方向のJL十中間子の偏極（PT）を測定する。PTは時間反  






という点で系統誤差を小さくする工夫がなされており、9）く10‾4 以下の感度をめぎしている。  
我々筑波大グループでは、ビーム・チエレンコフ・カウンター、データ収集系、トリガー系、  
〟十中間子ポーラリメーク、方口検出器の読み取り、などを担当している。  
一41   
図2．実験セットアップ  
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の計算結果（実線）   
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